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５

輸
出
が
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
禁
止
さ
れ
な
い
場
合

に
は
、
輸
出
を
行
う
締
約
国
は
、
第
二
条
１
の
規
定
の

対
象
と
な
る
通
常
兵
器
等
の
輸
出
で
あ
っ
て
、
自
国
の

管
轄
の
下
で
、か
つ
、そ
の
国
内
的
な
管
理
制
度
に
従
っ

て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
許
可
を
与
え
よ
う
と
す
る

前
に
、
通
常
兵
器
等
が
、
平
和
及
び
安
全
に
寄
与
し
、

又
は
こ
れ
ら
を
損
な
う
可
能
性
並
び
に
国
際
人
道
法
又

は
国
際
人
権
法
の
重
大
な
違
反
を
犯
す
こ
と
等
の
目
的

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
評
価
を
行

う
。
当
該
評
価
を
行
い
、
及
び
危
険
性
の
緩
和
の
た
め

に
実
施
さ
れ
得
る
措
置
を
検
討
し
た
後
、
第
七
条
１
に

規
定
す
る
い
ず
れ
か
の
否
定
的
な
結
果
を
生
ず
る
著
し

い
危
険
性
が
存
在
す
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
輸

出
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。（
第
七
条
関
係
）

６

輸
入
を
行
う
締
約
国
は
、
第
二
条
１
の
規
定
の
対
象

と
な
る
通
常
兵
器
の
輸
入
で
あ
っ
て
自
国
の
管
轄
の
下

で
行
わ
れ
る
も
の
を
必
要
な
と
き
に
規
制
す
る
こ
と
を

可
能
と
す
る
措
置
を
と
る
。（
第
八
条
関
係
）

７

締
約
国
は
、
関
連
国
際
法
に
従
い
、
必
要
か
つ
実
行

可
能
な
場
合
に
は
、
第
二
条
１
の
規
定
の
対
象
と
な
る

通
常
兵
器
の
通
過
又
は
積
替
え
で
あ
っ
て
、
自
国
の
管

轄
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
を
規
制
す
る
た
め
の
適
切
な

措
置
を
と
る
。（
第
九
条
関
係
）

８

締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
に
従
い
、
第
二
条
１
の

規
定
の
対
象
と
な
る
通
常
兵
器
の
仲
介
で
あ
っ
て
自
国

の
管
轄
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
を
規
制
す
る
た
め
の
措

置
を
と
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

９

第
二
条
１
の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常
兵
器
の
移
転

に
関
与
す
る
締
約
国
は
、
当
該
通
常
兵
器
の
流
用
を
防

止
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。（
第
一
一
条
関
係
）

10

締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
令
に
従
い
、
第
二
条
１

の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常
兵
器
の
輸
出
許
可
の
発
給

又
は
実
際
の
輸
出
に
関
す
る
国
の
記
録
を
保
持
す
る
。

記
録
は
、
少
な
く
と
も
一
〇
年
間
、
保
存
す
る
も
の
と

す
る
。（
第
一
二
条
関
係
）

11

締
約
国
は
、
毎
年
五
月
三
一
日
ま
で
に
、
第
二
条
１

の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常
兵
器
の
前
暦
年
に
お
け
る

許
可
さ
れ
た
又
は
実
際
の
輸
出
及
び
輸
入
に
関
す
る
報

告
を
事
務
局
に
提
出
す
る
。（
第
一
三
条
関
係
）

12

締
約
国
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
安
全
保
障
上
の
利
益
及
び

国
内
法
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
条
約
を
効
果
的
に

実
施
す
る
た
め
に
相
互
に
協
力
す
る
。
締
約
国
は
、
こ

の
条
約
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
援
助
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
締
約
国
は
、
要
請
に
応
じ
て
当
該
援
助
を
提
供
す

る
。（
第
一
五
条
及
び
第
一
六
条
関
係
）

13

締
約
国
会
議
は
、
第
一
八
条
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ

れ
る
暫
定
事
務
局
に
よ
り
こ
の
条
約
の
効
力
発
生
の
後

一
年
以
内
に
招
集
さ
れ
、
そ
の
後
は
締
約
国
会
議
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
時
に
招
集
さ
れ
る
。
締
約
国
会
議

は
、
こ
の
条
約
の
実
施
状
況
の
検
討
等
の
任
務
を
遂
行

す
る
。
こ
の
条
約
の
効
果
的
な
実
施
に
お
い
て
締
約
国

を
援
助
す
る
た
め
、
事
務
局
を
設
置
す
る
。事
務
局
は
、

こ
の
条
約
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
る
報
告
を
受
領
し
、

閲
覧
に
供
し
、
及
び
配
布
す
る
こ
と
等
の
責
任
を
遂
行

す
る
。（
第
一
七
条
及
び
第
一
八
条
関
係
）

14

紛
争
解
決
、
こ
の
条
約
の
改
正
、
効
力
発
生
及
び
留

保
並
び
に
他
の
国
際
協
定
と
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
。（
第
一
九
条
、
第
二
〇
条
、
第
二
二
条
、
第
二

五
条
及
び
第
二
六
条
関
係
）

¶
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º
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¶

〔
条

約
〕

〇
武
器
貿
易
条
約
（
一
六
）

K

〔
告

示
〕

〇
武
器
貿
易
条
約
の
効
力
発
生
に
関
す
る
件

（
外
務
三
四
二
）

J
M

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
関
係

J
M

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
平
成

二
十
五
事
業
年
度
財
務
諸
表
関
係

M
N

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

N
K

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

N
L

◇
武
器
貿
易
条
約
（
条
約
第
一
六
号
）（
外
務
省
）

こ
の
条
約
は
、
国
際
的
及
び
地
域
的
な
平
和
及
び
安
全

へ
の
寄
与
等
の
た
め
、
通
常
兵
器
の
国
際
貿
易
の
規
制
等

の
た
め
の
可
能
な
最
高
水
準
の
共
通
の
国
際
的
基
準
の
確

立
、
そ
の
不
正
な
取
引
の
防
止
等
を
目
的
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

こ
の
条
約
は
、
戦
車
、
装
甲
戦
闘
車
両
、
大
口
径
火

砲
シ
ス
テ
ム
、
戦
闘
用
航
空
機
、攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

軍
艦
、
ミ
サ
イ
ル
及
び
そ
の
発
射
装
置
並
び
に
小
型
武

器
及
び
軽
兵
器
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
条
約
の
適

用
上
、
国
際
貿
易
の
活
動
は
、
輸
出
、
輸
入
、
通
過
、

積
替
え
及
び
仲
介
か
ら
成
り
、
以
下
「
移
転
」と
い
う
。

締
約
国
が
使
用
す
る
通
常
兵
器
の
国
際
的
な
移
動
で

あ
っ
て
、
当
該
締
約
国
に
よ
っ
て
又
は
当
該
締
約
国
の

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

た
だ
し
、
当
該
通
常
兵
器
が
引
き
続
き
当
該
締
約
国
の

所
有
の
下
に
あ
る
場
合
に
限
る
。（
第
二
条
関
係
）

２

締
約
国
は
、
第
二
条
１
の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常

兵
器
に
よ
り
発
射
さ
れ
、
打
ち
上
げ
ら
れ
、
又
は
投
射

さ
れ
る
弾
薬
類
の
輸
出
を
許
可
す
る
前
に
第
六
条
及
び

第
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
締
約
国
は
、
第
二
条
１

の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常
兵
器
を
組
み
立
て
る
能
力

を
提
供
す
る
方
法
で
行
わ
れ
る
部
品
及
び
構
成
品
の
輸

出
を
許
可
す
る
前
に
第
六
条
及
び
第
七
条
の
規
定
を
適

用
す
る
。（
第
三
条
及
び
第
四
条
関
係
）

３

締
約
国
は
、
こ
の
条
約
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、

国
内
的
な
管
理
制
度
（
管
理
リ
ス
ト
を
含
む
。）を
確
立

し
、
及
び
維
持
す
る
。
締
約
国
は
、
自
国
の
国
内
法
に

従
い
、
そ
の
国
内
的
な
管
理
リ
ス
ト
を
事
務
局
に
提
供

す
る
。（
第
五
条
関
係
）

４

締
約
国
は
、
第
二
条
１
の
規
定
の
対
象
と
な
る
通
常

兵
器
等
の
移
転
が
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
措
置
に
基
づ
く
自
国
の
義
務
（
特

に
武
器
の
輸
出
入
禁
止
）
及
び
自
国
が
当
事
国
で
あ
る

国
際
協
定
に
基
づ
く
自
国
の
関
連
す
る
国
際
的
な
義
務

（
特
に
、
通
常
兵
器
の
移
転
又
は
不
正
な
取
引
に
関
連

す
る
も
の
）
等
に
違
反
す
る
場
合
に
は
、
移
転
を
許
可

し
て
は
な
ら
な
い
。（
第
六
条
関
係
）
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